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１ 会議名  第３０回長岡市馬高・三十稲場遺跡整備活用委員会 

２ 開催日時  令和元年１１月２６日（火曜日） 

  午後１時３０分から３時００分まで 

３ 開催場所  長岡市馬高縄文館学習室（長岡市関原町１丁目） 

４ 出席者名  委員：小林委員（委員長）・内山委員（副委員長）・安藤委員・

小野委員・笹川委員・星野委員・渡辺委員・吉井委員 

オブザーバー新潟県文化政課土橋専門調査員 

 事務局：小熊科学博物館長、佐藤館長補佐、小林主査、野水専

門員 

５ 欠席者名 宮本委員 

６ 議題 ○史跡馬高・三十稲場遺跡の保存及び整備並びにその活用について 

（１）令和元年度事業の実施状況について 

（２）令和 2年度の事業計画について 

７ 審議結果の概要 ○史跡馬高・三十稲場遺跡の保存及び整備並びにその活用について 

（１）令和元年度の事業実施状況について 

馬高・三十稲場遺跡（馬高縄文館）の管理運営事業や公開活用

事業等について、令和元年度の実施状況を事務局が報告し、意見

をいただいた。 

（２）令和２年度の事業計画について 

馬高・三十稲場遺跡（馬高縄文館）の管理運営事業や公開活用

事業等について、令和２年度の事業計画を事務局が説明し、意見

をいただいた。 

 

 

 

 



８ 審議の内容 

 
(1)令和元年度事

業の実施状況につ

いて 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)令和 2 年度の

事業計画について 

○主な質問・意見等 

＜実施状況について＞ 

（質問）開館から 10 年たち、タップトーク以外の不具合は出ているか。 

（回答）細かい修繕個所はあるが、大きなものは現在のところない。 

（質問）大英博物館への貸出品は本物か。 

（回答）貸出品は実物品。長岡市内の岩野原遺跡等出土品 4 点を貸し

出している。 

（質問）出前授業の時間などはどのように決めているのか。 

（回答）各プログラムの時間は大体決まっているが、各学校から相談

を受け時間を延ばしたり、内容を増やしたりしている。 

（質問）「関原楽市・縄文まつり」の主催はどこか。 

（回答）主催は関原商工会。長岡市教育委員会が共催となっている。 

（質問）イベントの「縄文クッキー」の原料は何か 

（回答）どんぐり粉、小麦粉、トチノ実など 

（意見）どんぐりなどのアク抜きなどの体験もしてもらいたい。 

（回答）学校ではアレルギーの関係もあり、食品に係るものは現在見

送りとなっている。なお、夏の縄文体験教室ではあらかじめ調

査票を出してもらって体験をしてもらっている。アク抜きにつ

いては説明のみしている。 

 

 

＜事業計画について＞ 

（質問）令和元年度の実施報告で、教員への紹介により参加学校が増

えたとの話があったが、これからも続けたほうが良い。 

（回答）これからも学校への紹介を続けていきたい。 

（意見）出前授業を続けてもらうことで、授業後に親子で来館しても

らえるように導いたほうが良い。 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 

 


